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4. 平成 27 年度石西礁湖自然再生協議会学術調査ワーキンググループの資料作成及び発表補助 

 

平成 27 年度石西礁湖自然再生協議会学術調査ワーキンググループ(以下、学術 WG)に参加し、事業の

実施概要について説明した。学術 WG の実施状況を表 4-1 に示した。その際の指摘事項は以下の通りで

ある。なお、作成した学術ワーキンググループ資料（資料 5 平成 27 年度石西礁湖自然再生事業評価

手法検討業務について）を P4-2 に示した。 

 

表 4-1 学術 WG の概要 

項目 内容 

名称 平成 27 年度 第 7回 石西礁湖自然再生協議会学術調査ワーキンググループ 

日時 平成 28 年 2 月 13 日（土）14：00～18：15 

場所 国際サンゴ礁研究・モニタリングセンターレクチャー室 

当社からの
参加者 

日本工営㈱ 福島、今村、林 

 

<主な意見・質問> 

○データ整理をしっかりやるべき。整理したデータは評価に使うだけでなく出版すべき。専門部会を

作った方が良い。有識者だけでなく地元にも聞きながら整理すべきである。 

○評価については、どのような体制で実施する予定なのか説明が必要である。 

○モニタリングサイト 1000 で、病気とオニヒトデ等との関連性は確認できないか。 

→各地点で病気の個体があったかの有無を調査しているのみなので、関連性が見えるか分からないが

検討したい。 

 

 

 

図 4-1 石西礁湖自然再生協議会学術調査ワーキンググループへの参加状況 
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【平成 27 年度石西礁湖自然再生協議会学術調査ワーキンググループにおける資料】 
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